
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
　
新
旧
対
照
条
文

○

目
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）

改
　
正
　
案

　

（国
民
投
票
の
期
日
）

第
二
条
　
国
民
投
票
は
、
国
会
が
憲
法
改
正
を
発
議
し
た
日
（
国
会
法
（
昭
和

　
二
十

二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
六
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国

　
会
が
日
本
国
憲
法
第
九
十
六
条
第
一
項
に
定
め
る
目
本
国
憲
法
の
改
正
の
発

　
議

を
し
、
国
民
に
提
案
し
た
も
の
と
さ
れ
る
日
を
い
う
ー
！

　
い
て
同
じ
。
）
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
後
百
八
十
日
以
内
に
お
い
て
、
国
会

　
の
議
決
し
た
期
日
に
行
う
。

2
・
3
　
　
（
略
）

【
現
行

の
ま
ま
】

　

（
公
務
員
の

治

的
行
為
の
制
匡
に
関

現

行

　

（国
民
投
票
の
期
日
）

第
二
条
　
国
民
投
票
は
、
国
会
が
憲
法
改
正
を
発
議
し
た
日
（
国
会
法
（
昭
和

　
二
十

二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
六
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国

　
会
が
日
本
国
憲
法
第
九
十
六
条
第
一
項
に
定
め
る
日
本
国
憲
法
の
改
正
の
発

　
議

を
し
、
国
民
に
提
案
し
た
も
の
と
さ
れ
る
目
を
い
う
。
）
か
ら
起
算
し
て
六

　
十

日
以
後
百
八
十
日
以
内
に
お
い
て
、
国
会
の
議
決
し
た
期
日
に
行
う
。

2
・
3
　
　
（
略
）

【
参
考
】

　

（投
票
権
）

第
三
条
　
日
本
国
民
で
年
齢
満
十
八
年
以
上
の
者
は
、

有
す
る
。

［新
設
］

国
民
投
票
の
投
票
権
を



第
八
十
九
口
）
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
役
員
を
い
う
。
）
を
含
み
、

第
百
二
条
各
口
に
掲
げ
る
者
を
が
く
。
以
下
こ
の
久
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

公
務

員
の
政
治
的
目
的
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
政
治
的
行
為
又
は
積
極
的
な
政

治
、
動
若
し
く
は
政
治
活
動
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
久
に
お
い
て
単
に

「
政
治
的
行
為
」
と
い
う
。
）
を
禁
止
す
る
他
の
法
令
の
規
疋
（
以
下
こ
の
久

に

お

い
て

「
政
治
的
行
為
禁
止
規
疋
」
と
い
う
。
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
が

憲
法
改
正

を
発
議
し
た
日
か
ら
国
民
投
票
の
期
日
ま
で
の
間
、
国
民
投
票
運

動

（憲
法
改
正
案

に
⊥
、
し
賛
成
又
は
反
⊥
、
の
投
票
を
し
又
は
し
な
い
よ
う
勧

誘
す

る
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
憲
法
改
正
に
関
す
る
意
見
の
表
明

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
政
治
的
行
為
禁
止
規
定
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て

い

る
他
の
政
治
的
行
為
を
伴
う
傷
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

【参
考
（
改
正
法
附
則
に
置
か
れ
る
検
討
規
定
）
】

4
1
　
国
は
、
こ
の
菜
∠
の
施
行
後
速
や
カ
に
、
公
務
員
の
　
治
的
中
立
‡
及

び
公
務
の

公
正
↑
を

f

る
等
の
　
点
力
ら
、
国
民
投
票
運
動
に
関
し
、

糸
織
に
よ
り
行
わ
れ
る
勧
誘
運
動
、
　
名
、
動
及
び
示
威
、
動
の
公
務
員

制
の
在
り
　
に
つ
い
て
検
言
を
加
え
、
必
要
な
‡
制
上
の
日
置
を
言
．

る
も
の
と
　
る
。

二



　

（投
票
事
務
関
係
者
の
国
民
投
票
運
動
の
禁
止
）

第
百
一
条
　
投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
、
国
民
投
票
分
会
長
及
び
国
民
投
票

　
長

は
、
在
職
中
、
そ
の
関
係
区
域
内
に
お
い
て
、
国
量
馴
を
す
る
こ

　
と
が
で
き
な
い
。

2
　
（
略
）

（

劃
則
の
国
民
投
票
運
動
の
禁
止
）

第
百
二
条

　
き
な
い
。

四三二

次
に

掲

げ
る
者
は
、
在
職
中
、
国
民
投
票
運
動
を
す
る
こ
と
が
で

ヨ
中
　
選
挙
管
　
会
の
委
員
及
び
中
　
　
挙
管
　
会
の
庶
務
に
従

　
総
務
省
の
職
員
並
び
に
選
挙
管
　
委
員
会
の
委
員
及
び
職
員

　
　

国
投
票
広
幸
協
諜
会
務
局
の
職
員

裁
判
官

検
察
官

国
｛
公
安
委
員
会
又
は
都
道
府
県
公
安
委
員
会
＋

　

員
会
の
委
員

刈
警
察
官

し
く
は
　
面
公
安
委

　

（投
票
事
務
関
係
者
の
国
民
投
票
運
動
の
禁
止
）

第
百
一
条
　
投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
、
国
民
投
票
分
会
長
及
び
国
民
投
票

長

は
、
在
職
中
、
そ
の
関
係
区
域
内
に
お
い
て
、
憲
法
改
正
案
に
⊥
・
し
賛
成

又
は

反
工
、
の
投
票
を
し
又
は
し
な
い
よ
う
勧
誘
す
る
行
為
（
以
下
「
国
民
投

2

　票
（運
略動
）　 一

と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

（中
央
選
挙
管
　
会
の
委
員
等
の
国
民
投
票
運
動
の
禁
止
）

第
百
二
条
　
中
央
選
挙
管
　
会
の
委
員
及
び
中
央
選
挙
管
　
会
の
庶
務
に
従

　
す

る
総
務
省
の
職
員
並
び
に
選
挙
管
　
委
員
会
の
委
員
及
び
職
員
並
び
に
国

民
投
票
広
報
協
議
会
事
務
局
の

職
員
は
、

こ
と
が
で
き
な
い
。

［新
設
］

在
職
中
、
国
民
投
票
運
動
を
す
る

三



四

附
　
則

第
三
条
削
閤

【
参
考
（
改
正
法
附
則
に
置
か
れ
る
経
過
措
置
及
び
検
討
規
定
）
】

川
　
こ
の
《
∠
の
施
行
後
四
　
を
経
過
　
る
ま
で
の
間
に
そ
の
期
目
が
あ
る

　

る
国
　
投
票
を
い
う
。
）
に
係
る
同
‡
第
三
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第

附
　
則

劃
国
は
、

こ
の
法
オ
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
年
　
満
十
八
年
以

上

満
二
十
年
未
満
の
者
が
国
政
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
と

な
る
よ
う
、
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
年
籟
を
疋
め
る
公
職
選
挙
法
、
成
年
年

．

w
を
疋
め
る
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
ノ
第
八
十
九
口
）
そ
の
他
の
法
令
の

規

疋

に
つ
い
て
検
言
を
加
え
、
必
要
な
法
制
上
の
日
置
を
言
ず
る
も
の
と
す

　
る
。

川
　
前
項
の
法
制
上
の

日
置
が
言
ぜ
ら
れ
、
年
齢
満
十
八
年
以
上
満
二
十
年
未

満
の

者
が

国
政
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
等
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
第
三
条
、

二
十
　
以
上
」
と
　
る
。



彗
引
　
国
は
、
こ
の
法
∠
の
施
行
後
速
や
か
に
、

年
。
下
満
十
八
年
以
上
満
二
十

年
未
満
の

者

が
国
政
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
と
な
る
よ

う
、
国
民
投
票
の
投
票
権
を
有
す
る
者
の
年
p
と
選
挙
権
を
有
す
る
者
の

年
齢

と
の
均
衡
等
を
勘
案
し
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
　
年
法
ノ
第
百

口

）

、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
ノ
第
八
十
九
口
）
そ
の
他
の
法
令
の
規
疋

に

つ
い

て

検
言
を
加
え
、
必
要
な
法
制
上
の
日
置
を
言
ず
る
も
の
と
す
る
。

（削
る
）

（削
る
）

（
公
務
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
に
関
す
る
検
言
）

第
十
一
条
　
国
は
、
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
公
務
員
が
国
民

　
投
票

に
際
し
て
行
う
憲
‡
己
正
に
関
　
る
’
否
の
勧
誘
そ
の
他
意
見
の
表
明

　

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、
公
務
員
の
　
治
的
行
為
の
制
限
に

　

疋
に
つ
い
て
検
言
を
加
え
、
必
要
な
‡
制
上
の
日
置
を
言
、
る
も
の
と
　
る
。

　

（憲

名
己
正
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
　
票
制
度
に
関
　
る
検
言
）

題
及
び
憲
法
改

正

の
‥
、
　
と
な
り
得
る
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
制
度
に

関
し
、
そ
の
意
義
及
び
必
要
↑
の
有
無
に
つ
い
て
、
日
　
国
憲
ヒ
の
詩
用

五



ノ＼

【参
考
（
改
正
法
附
則
に
置
か
れ
る
検
討
規
定
）
】

　

（憲
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
制
度
に
関
す
る
検
言
）

5
1
　
国
は
、
こ
の
法
∠
の
施
行
後
速
や
か
に
、
憲
法
改
正
を
要
す
る
問
題
及

　
び
憲
法
改
正

の
⊥
、
象
と
な
り
得
る
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
制
度
に
関

　

し
、
そ
の
意
義
及
び
必
要
ー
に
つ
い
て
、
目
本
国
憲
法
の
採
用
す
る
間

　
民
主

制
と
の
整
日
↑
の
石
保
そ
の
他
の
　
点
か
ら
更
に
検
言
を
加
え
、
必

要

な
目
置
を
言
ず
る
も
の
と
す
る
。

る
間
　
民
主
制
と
の
整
口
↑
の
8
保
そ
の
他
の
雀
点
か
ら
検
言
を
加
え
、
必

要
な
日
置
を
言
ず
る
も
の
と
す
る
。


